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〇
経
済
産
業
省
令
第 

 
 

号 
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和 

 
年 

 

月 
 

 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

経
済
産
業
大
臣 

名 
 

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改 
 

正 
 

後 

改 
 

正 
 

前 
 

 

（
煙
火
の
消
費
） 

第
五
十
六
条
の
四 

（
略
） 

一
～
三 

（
略
） 

四 

消
費
場
所
に
お
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を

（
煙
火
の
消
費
） 

第
五
十
六
条
の
四 

（
略
） 

一
～
三 

（
略
） 

四 
消
費
場
所
に
お
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を



 

2 2 

除
き
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
煙
火
置
場

又
は
打
揚
筒
若
し
く
は
仕
掛
煙
火
の
設
置
場
所
以
外

の
場
所
に
、
煙
火
及
び
煙
火
の
打
揚
げ
等
に
使
用
す

る
火
薬
類
を
存
置
し
な
い
こ
と
。 

五 

煙
火
が
燃
焼
し
て
い
る
と
き
は
、
打
揚
火
薬
の
計

量
を
し
な
い
こ
と
。 

六
・
七 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

一 

煙
火
置
場
は
、
打
揚
筒
及
び
仕
掛
煙
火
の
設
置
場

所
並
び
に
火
気
を
取
り
扱
う
場
所
に
対
し
、
二
十
メ

除
き
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
煙
火
置

場
、
打
揚
筒
の
設
置
場
所
又
は
仕
掛
煙
火
の
設
置
場

所
以
外
の
場
所
に
、
煙
火
及
び
煙
火
の
打
揚
げ
等
に

使
用
す
る
火
薬
類
を
存
置
し
な
い
こ
と
。 

五 

煙
火
が
爆
発
又
は
燃
焼
し
て
い
る
と
き
は
、
打
揚

火
薬
の
計
量
を
し
な
い
こ
と
。 

六
・
七 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

一 

煙
火
置
場
は
、
打
揚
筒
の
設
置
場
所
、
仕
掛
煙
火

の
設
置
場
所
及
び
火
気
を
取
り
扱
う
場
所
に
対
し
、
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ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
と
る
こ
と
。
た
だ
し
、
船
上

で
煙
火
を
消
費
す
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
ず
こ
の

距
離
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
星
の
衝

突
等
に
よ
る
衝
撃
が
煙
火
置
場
の
内
部
に
及
ば
な
い

よ
う
に
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
～
五 

（
略
） 

二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
を
と
る
こ
と
。
た
だ

し
、
船
上
で
煙
火
を
消
費
す
る
場
合
そ
の
他
や
む
を

得
ず
こ
の
距
離
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
星
の
衝
突
等
に
よ
る
衝
撃
が
煙
火
置
場
の
内
部

に
及
ば
な
い
よ
う
に
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

二
～
五 

（
略
） 

４ 

煙
火
（
手
筒
煙
火
及
び
動
物
の
駆
逐
の
用
に
供
す
る

た
め
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
消
費
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
規

定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

煙
火
（
手
筒
煙
火
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
消
費
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各

号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

打
揚
筒
及
び
仕
掛
煙
火
の
設
置
場
所
は
、
消
費
す

一 
打
揚
煙
火
の
打
揚
筒
及
び
仕
掛
煙
火
の
設
置
場
所
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る
煙
火
の
種
類
及
び
重
量
に
応
じ
て
、
通
路
、
人
の

集
合
す
る
場
所
、
建
物
等
に
対
し
安
全
な
距
離
を
と

る
こ
と
。 

は
、
消
費
す
る
煙
火
の
種
類
及
び
重
量
に
応
じ
て
、

通
路
、
人
の
集
合
す
る
場
所
、
建
物
等
に
対
し
安
全

な
距
離
を
と
る
こ
と
。 

一
の
二 

煙
火
の
消
費
場
所
に
お
い
て
無
人
航
空
機

（
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一

号
）
第
二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
無
人
航
空
機

を
い
う
。
第
四
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
飛
行

す
る
場
合
に
は
、
煙
火
の
消
費
者
は
当
該
無
人
航
空

機
と
煙
火
と
の
衝
突
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
無
人
航
空
機
で
あ
っ

て
煙
火
を
取
り
付
け
た
も
の
を
飛
行
さ
せ
る
場
合
に

（
新
設
） 
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は
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
当
該
無
人
航
空
機

を
飛
行
さ
せ
る
空
域
は
、
当
該
無
人
航
空
機
の
種
類

及
び
重
量
、
当
該
無
人
航
空
機
の
飛
行
の
高
度
及
び

速
度
、
当
該
無
人
航
空
機
に
取
り
付
け
た
煙
火
の
種

類
及
び
重
量
並
び
に
通
常
想
定
さ
れ
る
最
大
風
速
に

応
じ
て
、
通
路
、
人
の
集
合
す
る
場
所
、
建
物
等
に

対
し
安
全
な
距
離
を
と
る
こ
と
。 

二
・
三 

（
略
） 

二
・
三 

（
略
） 

四 

煙
火
を
打
ち
揚
げ
る
場
合
に
は
、
打
揚
筒
に
蓋
を

し
、
又
は
覆
い
を
す
る
等
の
消
費
中
の
煙
火
の
火
の

粉
等
に
よ
り
着
火
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
と

四 

煙
火
を
打
ち
揚
げ
る
場
合
に
は
、
打
揚
筒
の
設
置

場
所
に
携
行
さ
れ
た
煙
火
及
び
打
揚
火
薬
は
、
容
器

に
収
納
し
、
取
出
し
の
都
度
完
全
に
蓋
を
し
、
又
は
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と
も
に
、
当
該
打
揚
筒
の
設
置
場
所
に
携
行
さ
れ
た

煙
火
及
び
打
揚
火
薬
は
、
容
器
に
収
納
し
、
取
出
し

の
都
度
完
全
に
蓋
を
し
、
又
は
覆
い
を
す
る
こ
と
。 

覆
い
を
す
る
こ
と
。 

四
の
二 

無
人
航
空
機
で
あ
っ
て
煙
火
を
取
り
付
け
た

も
の
を
飛
行
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
無
人
航
空
機

の
墜
落
又
は
当
該
無
人
航
空
機
に
取
り
付
け
た
煙
火

の
落
下
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
当
該
無
人
航
空
機
に
取
り
付
け
た

煙
火
に
蓋
を
し
、
又
は
覆
い
を
す
る
等
の
消
費
中
の

煙
火
の
火
の
粉
等
に
よ
り
着
火
し
な
い
よ
う
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。 

（
新
設
） 
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四
の
三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
中
の

煙
火
の
火
の
粉
等
に
よ
り
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
打
揚
筒
及
び
仕
掛

煙
火
の
設
置
場
所
の
付
近
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

（
新
設
） 

五
～
十
六 

（
略
） 

五
～
十
六 

（
略
） 

十
七 

上
空
に
打
ち
揚
げ
開
か
せ
よ
う
と
す
る
煙
火
が

点
火
後
上
空
で
開
か
ず
、
打
揚
筒
内
又
は
地
表
若
し

く
は
水
面
（
こ
れ
ら
に
近
接
す
る
上
空
を
含
む
。
）

で
開
く
等
の
危
険
を
及
ぼ
す
事
象
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
他
の
煙
火
の
消
費
を
中
断
し
、
危
険
が
な
い

（
新
設
） 
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こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。 

十
八 

煙
火
の
消
費
場
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
危
険
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

で
き
る
だ
け
初
期
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。 

（
新
設
） 

５
・
６ 

（
略
） 

５
・
６ 

（
略
） 

７ 

動
物
の
駆
逐
の
用
に
供
す
る
た
め
に
煙
火
を
消
費
す

る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
の
規
定
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

煙
火
の
消
費
に
際
し
て
、
強
風
そ
の
他
の
天
候
上

の
原
因
に
よ
り
危
険
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

（
新
設
） 
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合
に
は
、
煙
火
の
消
費
を
中
止
す
る
こ
と
。 

二 
煙
火
の
消
費
場
所
に
携
行
す
る
煙
火
の
数
量
は
、

消
費
に
必
要
な
数
量
を
超
え
な
い
こ
と
。 

三 

煙
火
の
消
費
場
所
に
携
行
さ
れ
た
煙
火
は
、
容
器

に
収
納
し
、
取
出
し
の
都
度
完
全
に
蓋
を
し
、
又
は

覆
い
を
す
る
こ
と
。 

四 

煙
火
を
地
上
に
固
定
す
る
場
合
に
は
、
風
向
を
考

慮
し
て
安
全
な
方
向
に
向
け
、
か
つ
、
消
費
の
際
の

衝
撃
に
よ
り
当
該
煙
火
の
方
向
が
変
化
し
な
い
よ
う

に
確
実
に
固
定
す
る
こ
と
。 

五 

煙
火
を
投
げ
、
又
は
発
射
し
て
消
費
し
よ
う
と
す
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る
場
合
に
は
、
当
該
煙
火
を
投
げ
、
又
は
発
射
し
よ

う
と
す
る
方
向
に
人
が
い
な
い
こ
と
及
び
燃
焼
し
や

す
い
物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
点

火
を
し
な
い
こ
と
。 

六 

煙
火
の
う
ち
、
投
げ
て
消
費
す
る
も
の
は
、
点
火

後
、
速
や
か
に
安
全
な
方
向
に
向
け
て
投
げ
る
こ

と
。 

七 

煙
火
の
う
ち
、
発
射
し
て
消
費
す
る
も
の
は
、
点

火
後
、
当
該
煙
火
が
発
射
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
次

の
規
定
を
守
る
こ
と
。 

イ 

発
射
筒
内
を
の
ぞ
き
込
ま
ず
に
直
ち
に
安
全
な
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方
向
に
向
け
、
又
は
発
射
筒
か
ら
離
れ
る
こ
と
。 

ロ 

十
分
な
時
間
が
経
過
し
た
後
に
、
発
射
筒
内
に

多
量
の
水
を
注
入
す
る
等
の
当
該
煙
火
が
発
射
し

な
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

八 

煙
火
を
投
げ
、
又
は
発
射
し
た
後
、
不
発
の
煙
火

が
あ
る
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
回
収
し
て
水
に
浸

す
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

九 

煙
火
を
投
げ
、
又
は
発
射
し
た
後
、
火
災
の
発
生

す
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
消
費
場
所
の
付

近
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 
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十 

煙
火
の
消
費
場
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
危
険
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
で

き
る
だ
け
初
期
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 


